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出題分析 

試験時間 75分 配点 150点 大問数 2題 

分量（昨年比較）〔 減少  同程度  増加 〕 難易度変化（昨年比較）〔 易化  同程度  難化 〕 

【概評】 

〈現代文〉 

問題文は例年どおりの出題。内容合致問題は、各々の文章の正否を判定する形で出題された。 

〈古 文〉 

問題文の分量・設問形式ともに例年どおりの出題。人物関係や文脈を正確にとらえることに

苦労した受験生も多かったと思われる。 

 

 

※「行数」は問題文の行数。同志社大学の問題文は通常 57字／行（20 行／頁）。 

※昨年度のデータは、同一日の試験問題にもとづく。 

  

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

一 

現代文（評論） 

桑木野幸司 

「ルネサンス時代の

創造的読書と記憶術」 

 

 

 

◯行数：127 行 

「コモンプレイス・ブック」の成立背景と、その

効用について論じた文章。㈡の内容説明問題の選

択肢 2は「価値が認められなくなった」が不適当。

㈤の内容説明問題の選択肢 5 は「モノの領域まで

広げるために」が不適当。㈦の記述問題は「将来

の再利用を想定したシステム」という記述にも着

目する。 

※（昨年度）評論、131行、6問（6） 

標準 

 

〈問題文〉 

標準 

〈設 問〉 

標準 

二 

古文（平安・作り物語） 

紫式部 

『源氏物語』 

 

 

 

◯行数：21 行 

◯和歌 2首を含む 

左馬頭がある女性のもとに通わなくなった経緯を

友人に語って聞かせる場面。㈢の内容説明問題は

「庭の紅葉」が客人の来訪に際しては“踏み分け

られる”ことを踏まえる。㈥の内容合致問題の選

択肢 3は「亡くなった女性の家」が不適当。㈦の

記述問題は、左馬頭と女性の関係性と、傍線部直

前の記述を押さえる。 

※（昨年度）鎌倉・説話、23行、7問（10） 

やや難 

 

〈問題文〉 

やや難 

〈設 問〉 

やや難 
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※「枝問総数」は、各設問（小問）に含まれる枝問も個々に数えた場合の全設問（小問・枝問）の総数。設

問形式・内容別の設問数も、これと同様の方法で算出した（ただし漢字の読み・書き取りの設問は、枝問

に分かれている場合も設問単位で「1 問」と数える）。 

※「設問内容」の「＞」の後の太字斜体の数字は、記述式の枝問数を示す。 

 

 

合格のための学習法 

〈現代文〉 

同志社大学では長文が出題されるので、時間配分にも気を配り、一定程度の速読を意識した

読解練習を積んでおくとよいだろう。空欄補充問題も頻出なので、語彙力も増やしておこう。 

〈古 文〉 

知識問題や現代語訳・内容説明問題などがバランスよく問われる。全体的に良問がそろうた

め、落ち着いてとり組めば対応できる。 

 

 

 

 

 

 

設問構成（設問数・形式・内容） 

大問 
番号 

設問数 
（枝問総数※） 

選択式 
枝問数 

記述式 
枝問数 

漢字 
内容 
説明 

理由 
説明 

全文
把握 

空欄  
(脱文) 
補充 

主語
確認 

現代
語訳 

訓読
訓点 

語句
文法 

知識 

その
他 

一 7 問（9） 8 1  4  4＞1 1      

二 7 問（8） 7 1  2 1＞1 1   1  3  


